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平成 30 年度学苑編集委員
委員長　　　常喜　　豊（近代文化研究所長）
　　　　　　青木　幸子（総合教育センター）
　　　　　　市川　清史（日本語日本文学科）
　　　　　　山本　成生（歴史文化学科）
　　　　　　鈴木　博雄（英語コミュニケーション学科）
　　　　　　ボルジギン・フスレ（国際学科）
　　　　　　岸山　　睦（グローバルビジネス学部）
　　　　　　鵜養　啓子（心理学科）
　　　　　　原　　史子（福祉社会学科）
　　　　　　シム　チュン・キャット（現代教養学科）
　　　　　　平野　晶子（初等教育学科）
　　　　　　礒野さとみ（環境デザイン学科）
　　　　　　中津川研一（健康デザイン学科）
　　　　　　原　　正美（管理栄養学科）
　　　　　　須賀比奈子（食安全マネジメント学科）

平成 30 年度前期　学会講演・公開講座・研究会� 於昭和女子大学（敬称略）
4月 14 日（昭和リエゾンセンター「公開講座プログラム」特別編）〇ベラスケス：スペイン黄金時代の宮廷画家 ― 絵画における真実 ―� 教授　木下　亮
4 �月 21 日（ダイバーシティ推進機構　協力：日本政策金融公庫）「女性起業家養成コース開設 5周年記念　 女性の思いを叶える起業 ～ 女性起業家と共に考える「成功の
ルール」～」〇ご挨拶／〇女性起業家講演　株式会社エスキャリア・ライフエージェンシー代表取締役・国家キャリアコンサルタント・大妻女子大学非常勤講師　城　
梨沙／〇「inace（いなせ）」代表　上野　真里子／〇キャリアカレッジ起業家養成コース 2期修了生　小野　佳津子／〇起業・ソーシャルビジネス支援の現状につい
て　日本政策金融公庫渋谷支店・中小企業診断士　 吉原　美穂／〇グループディスカッションQ&A／〇キャリアカレッジ起業家コースのご案内　〈司会〉キャリアカ
レッジ事務局次長　木下　紫乃

5 �月 12 日（昭和リエゾンセンター「第 1回公開講座プログラム」）〇史料解読の世界へのいざない ― 昭和女子大学OGの家から発見された犬養毅書簡を読み解く ―
� 准教授　松田　忍
5 �月 26 日（国際学科）国際シンポジウム「ユーラシア草原を生きるモンゴル英雄叙事詩」　〈司会〉教授　李　守／東京外国語大学大学院総合国際学研究院教授　岡田　
和行／〇開会挨拶　理事長・総長　坂東　眞理子／〇趣旨説明　李　守／〇報告　神話から英雄叙事詩への展開 ― ゲセル・ハーン物語のハルハ版とブリヤート諸版の
比較を通じて ―　一橋大学名誉教授　田中　克彦／〇『アルハンガイ版ゲセル伝』の成立年代について　内モンゴル大学教授　チョイラルジャブ／〇ゲセル・ハーン
物語のナンドルマ魔王の章の再検討 ― 写本の比較を中心に ―　東京外国語大学名誉教授・日本モンゴル学会会長　二木　博史／〇モンゴル英雄叙事詩における匈奴文
化　教授　ボルジギン・フスレ／〇『元朝秘史』におけるシギ・クトゥク ―「作者」がジャムカの死後、シギ・クトゥクに共感していたという可能性について ―　愛
知淑徳大学交流文化学部教授　藤井　真湖／〇アルタイ・オリアンハイの英雄叙事詩 ― モンゴル文化におけるその位置 ―　東京外国語大学兼任講師　上村　明／〇ゲ
セル研究によるツェンディーン・ダムディンスレンのソ連での学位取得に関する諸資料、それらより得られる研究方法論的教訓　ウランバートル大学教授　ドジョー
ギーン・ツェデブ／〇国家建設のモジュールとしての叙事詩 ― 朝鮮の場合 ―　李　守／〇総合討論／〇閉会挨拶　二木　博史

5 �月 26 日（昭和リエゾンセンター「第 2回公開講座プログラム」）〇情緒のデザイン ― これからの学び方を学ぶためのデザインワークショップ ―� 専任講師　石井　大介
6 �月 2 日・3 日・9 日・10 日（文学研究科文学言語学専攻および言語教育・コミュニケーション専攻公開講座）〇Distinguished Scholar's Lectures: Current Issues in 
Second Language Acquisition� クイーンズランド大学教授・本学客員教授　マイケル・ハリントン

6 �月 6 日（国際ジェンダー学会 40 周年記念公開講演会　主催：国際ジェンダー学会・昭和女子大学）「人間の安全保障と市民社会　ジェンダーの視点から過去を振り返
り未来を見据える」〈司会〉理事長・総長　坂東　眞理子／〇What’s Ahead? Japan and Japanese Women in Two Decades　ハーバード大学教授・同大学ウェザー
ヘッド国際問題研究所日米関係プログラム所長　Susan Pharr ／〇 Securitizing Borders in the EU: Implications for Understanding Gender, Race, Sexualities and 
Migrants’ Access to Social Citizenship　移民・人間の安全保障とジェンダーの研究者・前オランダ国立社会科学研究所（ISS）准教授　Thanh-Dam Truong ／〇ご
あいさつ　東京家政学院大学教授・国際ジェンダー学会会長　上村　協子

6 �月 20 日（FD推進委員会）〇ライト・アクティブラーニングのすすめ ～ 大・中人数講義型授業での主体的学びの自然な引き出し方 ～� 富山大学教授　橋本　勝
6 �月 23 日（現代ビジネス研究所研究セミナー）〇アメリカの経済・経営を考える ― 映画を見れば違いが分かる ―
� 現代ビジネス研究所特別研究員・現代ビジネス研究所前所長・久留米大学理事　久原　正治
6 �月 28 日（ダイバーシティ推進機構）「第 3回 働き方改革フォーラム　元祖イクボス、昭和女子大に来る！　坂東眞理子先生もイクボス宣言」〇仕事も私生活も、欲
張ろう！～ Work × Life × Social で、Hybrid 人生を ～　元祖イクボス・コヂカラ・ニッポン代表・特定非営利活動法人ファザーリング・ジャパン理事　川島　高之
／〇パネルディスカッション「働き方改革の今、求められる上司像イクボスとは？」理事長・総長・ダイバーシティ推進機構長　坂東　眞理子×川島　高之／〈モデ
レーター〉少子化ジャーナリスト・作家　白河　桃子／〇質疑・ワークショップ

6 �月 30 日（女性文化研究所）「坂東眞理子基金　第 10 回　昭和女子大学女性文化研究賞贈呈式　10 周年記念シンポジウム」　〇贈呈式　シカゴ大学ラルフ・ルイス記念
特別社会学教授・独立行政法人経済産業研究所 (RIETI) 客員研究員　山口　一男（『働き方の男女不平等』( 日本経済新聞出版社 ) ／〇シンポジウム「職場の男女不平
等をいかに越えるか」　基調講演　山口　一男／〈コーディネーター（司会）〉　理事長・総長・女性文化研究所所長　坂東　眞理子／〈シンポジスト〉東京大学大学
執行役・副学長　大沢　真理／早稲田大学大学院法務研究科教授　浅倉　むつ子／ 特命教授　八代　尚宏／〇パネルディスカッション

6月 30 日（昭和リエゾンセンター「第 3回公開講座プログラム」）〇乳幼児心理学 ― 赤ちゃんの成長の不思議 ―� 教授　松澤　正子
7 �月 18 日（第 160 回女性文化研究所研究会）〇ジェンダーアイデンティティってなに？～ Ｘジェンダーを通してみる性別二元論と「LGBT」～
� 一橋大学専任講師　デール・ソンヤ／〈司会〉理事長・総長・女性文化研究所長　坂東　眞理子／〈ファシリテーター〉准教授　シム　チュン・キャット
7月 20 日（現代ビジネス研究所研究員サロン）〇Women@DIORから得たこと ― Christian dior 国際ミーティング＠Paris 参加報告会 ―� 学生　市川　実咲
7月 21 日（昭和リエゾンセンター「第 4回公開講座プログラム」）〇住みたい街ポートランド ― 都市空間の魅力を探る ―� 准教授　鶴田　佳子
7 �月 21 日（ダイバーシティ推進機構特別公開イベント）「言い訳してる場合か！」〇挨拶・今なぜライフシフトなのか？／〇女性のライフシフト　理事長・総長・ダイ
バーシティ推進機構長　坂東　眞理子／〇パネルディスカッション　〈登壇者〉現代ビジネス研究所研究員　西村　美奈子／サイボウズ株式会社事業支援本部法務統
制部　江原　なおみ／NPO法人「ロータスプロジェクト」職員　中山　るりこ／〈モデレーター〉ダイバーシティ推進機構事務局　木下　紫乃／〇参加者同士ディ
スカッション／〇ラップアップ

7 �月 25 日（第一回人間社会学部研究会）〇メディア理解のエスノメソドロジー ― 隣接分野との違いとその学術的意義 ―　専任講師　小川　豊武／〇乳幼児コミュニケ
ーション発達質問紙の開発と臨床応用を中心として　特命教授　新藤　美津子

7 �月 27 日（第 161 回女性文化研究所研究会）〇独立後のウクライナ：女性、社会、メディアと社会規範の変化　キエフ・モヒーラアカデミー国立大学人文学部准教授・
博報財団・国際日本研究フェローシップ招聘研究者・東京外国語大学国際日本研究センター特任研究員　オリガ・ホメンコ／〈コーディネーター〉教授　志摩　園子

8月 23 日（現代ビジネス研究所研究員サロン）〇「ローマ人の物語」（塩野七生著）で経済を読み解く� 教授・現代ビジネス研究所副所長　飛田　史和
8月 27 日・28 日・29 日・30 日・9 月 3日・4 日（文学研究科言語教育・コミュニケーション専攻）〇児童英語教育公開講座　特任教授　小泉　清裕／教授　髙味　み鈴
9 �月 21 日（日米アカデミックフォーラム　共催：昭和女子大学・米国ペンシルベニア州立テンプル大学ジャパンキャンパス）
「多様性時代の学生サポート ― 教職協働の観点から  」〇基調講演 I　理事長・総長　坂東　眞理子／〇基調講演 II　文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室
長　平野　博紀／〇分科会　第 1回（A）：教務（B）：学生支援サポート体制（C）：就職指導／〇分科会　第 2回　同上／〇 総括／〇ごあいさつ　テンプル大学ジャ
パンキャンパス （TUJ）学長　ブルース・ストロナク
9月 29 日（日本トルストイ協会　第 23 回総会＆講演会）〇トルストイのエチカ、コンヴァージョン（回心）をめぐって� 作家　辻原　登


